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新しく不 味なファンタジーホラーだ ＝
ヌ I

何じゃこりゃ1ﾌゾﾄゾﾄ侵食してくる… 』叫

とち狂ったホラーか）哀しきアートか!） 一

L ，

ヌ考えるな。感じろ！……ヌメスメ感じろ!1 l b

我々は既にソイツに横たわっているのかも ”
しれない…… 清 水 崇 ( 映 画 監督）

両

予 想 を 超 え た 展 開 に 終 始 驚 嘆 し た 。 か

つてシオ､マライズ時代に熱狂した湿度の

高い強度が、ここには息づいている。ミク

ロな映像美とサウンドからは想像もできな

か つ た 、 愛 と 創 造 の マク ロ 的 視 点 の

界に酔いしれた。 〃
4

石井勇一 (アートディレクタ

｢ 人 生 は ク ロ ーズ ア ップ ° す れ ば 悲 劇 だ が 、 "

グショットで見れば喜劇だ」と、チャッフ。リンは

言った。では、この映画がクローズアップ -塾

しているものは何だろうか 7 過 剰すぎる拡大
一

は悲劇すら超えて、ただ現実を映している。

高城晶平 ( 音楽家、 c e r o ボーカル担当）

カ ビ の 花 を 咲 か せる に は こ れ 以 上 の 環 境 は な いで

入れる。カビが主人公とするならば、この映画I

長 物 語 で あ り ハ ッ ピー エ ン ド だ 。 冨 手 麻 妙

岩 井 俊 二 監 督 の 初 期 短 編 を 思 上

ジャンルを超えた独自の視点と狂気にも似た美学。

まや、実験的というワードでは収まりきれない1

韓 国 映 画 界 の 新 た な 才 能 が 仕 掛 け る

6 5分間を全身で体感せよ！

この映画は大成 ｜ 麓 会

く れ い 響 ( 映 画 評 論 家

別 れ た 人 々 の 問 に 残 さ れ た モ ヤ モ ヤ 、 恨 み 、 約 束 と 呪 い は ど

こへ行くのか？これらの抽象的な塊は、恋人が｢生息」してい

たベッドで混ざり合い、カビを咲かせる。カビのマットレスは旅

をしながら、様々な感情に出会う。この旅を続けることでこれらの

塊が行き着く先、さらにそこで何が待っているのかを垣間見るこ

と が で き る か も し れ な い 。 ［ 監 督 バ ク ･ セ ヨ ン ］
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暮
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い
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カ
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ル
・

部
屋
に
置
か
れ
た
マ
ッ
ト
レ
ス
か
ら
あ
る
日
、
カ
ビ
が
咲
く

二
人
の
部
屋
か
ら
ラ
ブ
ホ
テ
ル
、
病
院
．
：
各
地
を
転
々
と
坊
但
う
カ
ビ
の
旅
が
始
ま
る
。

カ
ビ
は
旅
の
途
中
出
会
う
人
々
の
心
臓
か
ら
近
い
第
五
番
目
の
胸
椎
を
奪
い
、

マ
ッ
ト
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の
中
で
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収
し
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背
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と
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ん
で
き
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様
々
な
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持
ち
で
自
ら
人
間
の
よ
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に
形
を
作
り
上
げ
る
。

そ
の
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り
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静
か
に
カ
ビ
の
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
深
い
と
こ
ろ
に
沈
む
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